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上海和客家土楼旅行記 
 

Dr. Andrews Cross 

                          

 

 退職日は，職場ではなく海外で迎えるのが私

らしいと思い，行き先を思案していると，『上

海で生まれ，上海の水を飲んで大きくなった』

という中国人の友人より『自分の故郷が大好き。

その大好きな故郷を世界中の皆さんに紹介する

ことはとても楽しい。上海に来ませんか』とい

うメールをもらいました。そこで上海へ行った

ことがない私は，旧正月に上海へ帰郷した友人

を頼って 2008 年 2 月末に上海を訪れ，ついで

に福建省まで足を伸ばしてきました。 

 上海へ旅立つ前日に「ブロークバック・マウ

ンテン」でオスカー監督となったアン・リー

(李安)が禁断の愛を描きヴェネチア国際映画祭

にて金獅子賞(グランプリ)に輝いた映画「色，

戒(邦題；ラスト，コーション)」を観ました。

この作品は，1940 年前後，日本軍占領下の上海

を舞台に抗日運動に身を投じる美しき女スパイ

が敵対する傀儡政権下特務機関の顔役に近づき

暗殺の機会を狙うサスペンス・ドラマです。こ

の映画の大きな魅力は，当時の上海の街や風景

の再現であり，総制作費 40 億円をかけた映像

美は見逃せません。 

 そしてその翌日には，映画の舞台となった時

代から一気に 70 年後へタイムトリップ。現代

の上海は，ギネスブックに『世界最速の商業列

車』として登録されているリニアモーターカー

が浦東空港から地下鉄二号線龍陽路駅までを 7

分 20 秒(最高時速 430km)で走行し，ビジネス

街には多数の超高層ビルがひしめきあっていま

す。1980 年以後，上海は鄧小平が唱えた改革開

放路線によって他の都市に先がけて飛躍の一途

をたどり，中国経済発展の牽引車の役割を果た 

 

華南地方と福建省の地図 

 

しています。 

 到着後，出迎えの友人とその家族とともに市

内のレストランでウエルカムディナー。上海で

は，上海蟹をはじめ，東坡肉，白斬鶏，水晶蝦

などの伝統料理，小籠包や生煎などの小吃に至

るまで，食の魅力は尽きることがないとのこと。

そこで勧められるままに，アワビやフカヒレを

使った逸品から，蛙や豚足，さらには日本では

馴染みのない鶏足やアヒルの舌など，本場上海
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の味覚に舌鼓。 

 翌日は小雨が降るなか，上海市内の観光を。

まずは美術館で中国人画家による油彩や水彩画，

水墨画などの近代絵画を鑑賞しました。すばら

しい作品が数多くありましたが，前衛絵画のフ

ロアにある展示作品だけはどれひとつよさがわ

かりませんでした。 

 次に上海のシンボルタワーである「東方明珠

塔」の展望台から街並みを望みました。このタ

ワーは浦東新区にそびえる高さ 468m のテレビ

塔で，高さ  350m の上球と  263m の中球，98m 

の下球部分に展望台が設置されています。なか

でも上球から見る浦東から外灘までの 360 度の

景観は，あいにくの天気とはいえ一見の価値が

ありました。 

 

 
アジアで 1 位の高さを誇る「東方明珠塔」 

 

 

展望台からの眺望 

 

 午後からは，今や上海を代表する観光スポッ

トとなっている「豫園」へ。1559 年(明代)に造

園された「豫園」は，完成までに 18 年もの歳

月をかけた江南きっての名園。中国式庭園内に

は，三穂堂，仰山堂，点春堂，打唱台といった

名建築が点在し，なかでも江南随一といわれる

銘石の数々が見ものです。庭園見学とあわせて，

周辺に広がる古風な豫園商域でのショッピング 
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上海を訪れる観光客がまず最初に目指すスポット「豫園」 

 

 

ストローで飲むスープだけの点心「蟹黄灌湯包」 

 

やグルメもお勧め。とくに「南翔饅頭店」は小

籠包の人気店で，テイクアウト専用の 1 階はい

つも行列ができています。ここでは注文する値

段によって席が違うので，少々割高でもすいて

いる3階の席で小籠包をはじめ点心類を食べま

した。肉や魚介類と野菜の旨みが詰まったスー

プだけの「蟹黄灌湯包」(22 元)は絶品でした。 

 そして上海ナイトは，おしゃれな店が点在す

る新天地で。ここは話題の新店舗が続々とオー

プンしているため，昼夜を問わず多くの客が集

まり賑わっています。センスのよさが評判のレ

ストランバーやディスコをはしごして，夜遅く

まで楽しみました。 
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 次の日は雨が止んだものの，終日陽が射すこ

とのない曇天でした。この日はレトロな街並み

が広がる上海郊外の水郷古鎮へ。古くから豊か

な農作物に育まれてきた江南地方には，水路が

網の目のように張り巡らされた水郷古鎮が，今

も数百年前の面影そのままに残されています。 

 

 

レトロな街並みが広がる水郷古鎮 

 

 

かつて庶民の移動手段だった小舟 
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 レストランの店先で売られている名物「万三酥蹄」 

 

 蒋介石が好んだ「糯米酒」と「五香豆」 

 

 「周庄(周荘)」は，江南水郷を代表する運河

と橋の街で，古くから物資の集散拠点として栄

えてきたところ。運河の脇には，明や清代に建

てられた民家が連なっています。橋のたもとの

狭い通りにはお土産店やレストランが並んでお

り，レストランの店先には江南地方の大富豪で

あった瀋万三ゆかりの「万三酥蹄」(豚足を醤

油で煮込んだもの)が売られています。いくつ

もの石橋を渡り歩き，レストランでは蒋介石が

好んだ「五香豆」と「臭豆腐」を肴に「糯米

酒」を飲み，悠久の歴史散策の旅を満喫しまし

た。 

 翌朝，虹橋空港から7：55の便で廈門へ。上

海からは約 1 時間 30 分のフライトです。到着後，

現地ガイドと合流して福建省に点在する客家土

楼の観光へ。さすがは烏龍茶で有名な福建省と 
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あって，道中の風景は平地から山の斜面に至る

まで一面茶畑でした。 

 かつて北方民族に攻め入られ，安住の地を求

め南下してきた漢民族の客家人。よそ者として

扱われ，居住条件の悪い山間部に住むことを余

儀なくされた客家の民が異郷の地で平穏無事に

暮らすには，血縁一族が衣食住をともにして団

結する必要があり，集団防衛のために考え出し

たのが土楼と呼ばれる巨大な城塞集合住宅です。

世界でも他に類をみない分厚い土壁で囲まれた

集合住宅には，環形土楼，群体住居，方形土楼，

斜面土楼と，異なった形態や建築構造をもつ 4

種類の土楼があります。土楼が数多くあるのは，

福建省の永定，南靖，華安などで，なかでも最

大規模を誇るのが永定で，特色のある土楼があ

ちこちに築かれています。永定の土楼のなかで

も最大級の環形土楼である「承啓楼」は，直径

が 61m あり，57 家族 319 人の一族が住んでいま

す。土楼は，一部人の住まなくなったなかば廃

墟に近いものもありますが，多くは今でも人々

が暮らす私的な住居で，一歩中に入ると生活感

漂う優しい空間が広がっています。土楼内は，

1 階中央に宗祖をまつり，その周りで食事の支

度をするのが一般的で，2 階は倉庫，居室は 3 階

以上というのが多いです。 

 

 

  福建省の山村の茶畑 

 

  永定の土楼群 
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  外敵に備えた隠し通路が残る「二宜楼」 

 

  今なお大家族が暮らす「二宜楼」 

 

 たいていのガイドブックには，道路が整備さ

れたので廈門から永定土楼まで車で片道約 3 時

間 30 分と書かれていますが，実際には片道 5 時

間はかかります。ですから廈門からの日帰り観

光ならば，車で片道約 3 時間の華安土楼をお勧

めします。華安土楼は，南靖土楼や平和土楼に

比べても，土楼自体が大きく残っており，とくに

蒋一族の「二宜楼」(1770 年に建工の二重環形

土楼，敷地 9300㎡，高さ 16m，部屋数 213)は，

土楼のなかでも最も優れた構造や装飾をもつと

いわれています。ここでは，土楼内に土楼博物

館を設置している「南陽楼」(1817 年に建工の

二重環形土楼，敷地 3100㎡，高さ 16m，部屋数 

96)と 2 階建て方形土楼の「東陽楼」(1817年に

建工，真正面幅  45.8m，縦深さ  26m，部屋数 

96)も見学できます。 

 永定や華安などの土楼はユネスコの世界遺産

への申請も受理されており，早ければ 2008 年

には世界遺産に登録される見込みとのこと。ち

なみに土楼が発見されたのは，20 世紀の後半で

す。米国の軍事衛星によって見つけられた巨大

な土楼群を，米軍が中国の軍事施設(ミサイル

基地)ではないかとの嫌疑で調査したことにより

見出されたのです。 

 「客家」は“よそ者”“お客さん”といった

意味で，唐から元のころに華北から移住してき
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た人々の子孫であると伝承されています。中国

の大多数派である漢民族の一支系でありながら，

客家語を使用し，共同の習慣，信仰などで結ば

れているのが客家人です。政治家では，太平天

国の乱で知られる反清朝の英雄「洪秀全」や中

華民国建国の父「孫文」，改革開放の指導者

「鄧小平」，台湾の前総統「李登輝」などが，

実業家としては常備薬タイガーバームの創業者

「胡文虎」が客家人として知られています。そ

うした優秀な政治家，実業家，文化人を数多く

輩出した客家の人々を無視して，現代の中国や

アジアを語ることはできないといっても過言で

はありません。中国国内では，客家の子孫は主

に広東省東部，福建省西部と江西省西南部の三

角地帯の山間部に集中して住んでおり，現在の

総人口は約 1500 万人です。 

 

  土楼内の憩いの空間 

 

  コロンス島から廈門市内を望む 

 

 廈門は，明代から貿易港として栄え，経済特

区として発展する港湾都市。街には高層ビルの

他に欧風のレトロな建築も多く，伝統と新しさ

が調和した見事な景観を形成しています。繁華

街のメインストリートは平日でも歩行者天国の

ため，買い物客や観光客で終日賑わい，屋台も

ズラリ。そこで早速，屋台ならではの牡蠣焼き

や包子をはじめ，鶏の血を固めた食べ物などを

賞味しました。夕食は港町ならではの新鮮な海

鮮料理を堪能。上海の街では  2008 年の北京五
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輪よりも  2010 年の上海万博一色でしたが，廈

門の街ではあちこちに北京五輪のデコレーショ

ンが置かれ，お土産店の店頭にはマスコット人

形をはじめ，多数の五輪グッズが並べられてお

り，オリンピックムードの高まりを感じました。 

 廈門での最大の見どころは何といっても『海

上の花園』と称される風光明媚なコロンス島。 

1842 年にアヘン戦争の講和条約である南京条約

が締結されたことにより島内には外国人公館な

どが数多く建てられ，中華民国成立後には急速

に華僑の別荘も建ち並び，島は一層華やかさを

増しました。また，コロンス島からは多くのピ

アニストが輩出されており，ピアノ普及率が高

いことでも有名で，別名ピアノ島とも呼ばれて

います。 

 島内には電気カート以外の車は一切走ってい

ません。ですから観光用カートに乗るよりも徒

歩でのんびり回ってみるのがよいです。その際

は，地図を手にして歩くよりもガイドの案内で

歩くことをお勧めします。島へは船で行くため，

乗船場にはガイドがいます。ガイドの多くは島

の住人で，とても親切に観光案内してくれます。

しかも終日のガイド料が僅か 20 元ととても格安

です。 

 

 

2008 年北京オリンピックのデコレーション 

 

 

「海の花園」と称され，異国情緒あふれるコロンス島 
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  電気自動車の救急車 

 

 退職日，友人の家族と慰労の宴 

 

 廈門から上海に戻り，私の退職日となる上海

最後の晩は，友人宅で友人の家族らによる労い

の晩餐会。上海蟹をはじめ，スッポンや豚足料

理などの名物料理から家庭料理に至るまで数多

くの「好吃料理」をご馳走になりました。「謝

謝」 

 

 上海は，地図上では屋久島と奄美大島の中間

の緯度に位置するのですが，滞在中はあいにく

の天気でとても寒かったです。市内には地下鉄，

路線バス，タクシーなど，さまざまな交通手段

がありますが，移動で最も便利なのはタクシー

です(基本料金 3km まで 11 元)。街の至るとこ

ろで拾うことができますが，往来の激しい通り

ではつかまえにくく，とくに利用者の多い雨の

日に拾うのは四苦八苦しました。また，上海の

ドライバーは皆乱暴運転で，交通ルールはあっ

て無いようなもの。それでも滞在中に一度も交

通事故を見なかったのは驚異です。 

 

 上海最後の晩に乗車したタクシーのラジオか

らは，この泡沫のような旅を締めくくるかのよ

うに，日本語の歌詞で歌う今は亡きチャイナの

歌姫テレサ・テンの「時の流れに身をまかせ」

が流れてきました。「再見，上海」 

 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /HGGothicEPRO
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


